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研究成果の概要(和文)：プラズマ電気化学プロセスは，高温プロセスが使えないアルミニウム， 
マグネシウムやチタンなどの軽金属の表面に，常温の水溶液中において 10～100 µm 厚さのセ 
ラミックスコーティングを形成することが可能なプロセスである。本研究では，酸化膜にでき 
た放電ポアの修復にケイ酸塩水溶液が優れていることを微小電気化学手法を用いて初めて明ら 
かにした。また，高強度で冷間加工性に優れたチタン合金への耐摩耗性・高密着性セラミック 
スコーティングの形成法を確立した。 
 
研究成果の概要（英文）：Plasma electrolytic oxidation (PEO) is an attractive process to form 
ceramics coatings on light metals, including magnesium, aluminum and titanium, in 
aqueous electrolytes at ambient temperature. The present study discloses the excellent 
healing properties of discharge channels in alkaline silicate electrolyte. Further, novel 
two-step PEO process is developed to form wear-resistant and highly adherent ceramics 
coating on β-Ti alloy with high mechanical strength and cold workability. 
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１．研究開始当初の背景 
 地球温暖化を抑制し，低炭素化社会の実現
を目指すうえで，航空・運輸部門を中心とし
てアルミニウム，マグネシウムやチタンなど
の軽金属材料の用途拡大は，省エネルギー化 
を進めるうえで欠かせない。軽金属材料の機
械的特性は合金化・組織制御により大幅な改
善が図られている一方で，耐食性や耐摩耗性
の改善が克服すべき大きな課題として残っ
ており，新規な耐食・耐摩耗性コーティング

の開発が望まれている。軽金属材料へのコー
ティング法として最近プラズマ電気化学プ
ロセスが注目されている。 
 アルミニウムやマグネシウム，チタンなど 
を水溶液中においてアノード酸化すると，酸
化皮膜が生成する。アノード酸化時の電解電
圧を上昇させると，それに応じて“バリヤー
層”と呼ばれる電場を支えることのできる酸
化膜は厚くなる。この酸化膜はある電圧以上
になると，絶縁破壊を起こし，火花放電を伴 
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